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直島ホール
所在地｜香川県直島郡直島町
竣工｜2015年
設計｜三分一博志建築設計事務所
施工｜鹿島建設

三分一 博志 （さんぶいち・ひろし） 建築家

1968年生まれ。東京理科大学理工学部建築学科卒業。現在、デンマー
ク王立芸術アカデミー教授（非常勤）。
主な受賞歴に、The Daylight Award（デンマーク、2018）、日本建
築学会賞（2011、2017）、日本建築大賞（2011）、BCS賞（2012、
2017）、吉岡賞（2001）
代 表 作に、おりづるタワー（ 広 島 ）、 宮 島 弥

み せ ん

山 展 望 台（ 広 島 ）、
Cisternerne Pavillion「The Water」（デンマーク）、犬島精錬所美
術館（岡山）、自然体感展望台六甲枝垂れ（兵庫）、Running Green 
Project（山口）。
近年の豪雨災害をきっかけに地域拠点としての井戸を整備していく「井戸
端プロジェクト」が進行中。

直島ホールについて
自然空調を前提とした「ホール」と「集会所」、「庭園」からなる災害拠点

を兼ねた町民施設。敷地は瀬戸内海に浮かぶ直島の東岸、本
ほんむら

村地区に
ある。

本村集落の各民家は夏の風を室内へと導くために南北にふたつの庭と続
き間を配していることが、設計者による2年半の調査からわかった。建物
や井戸の配置、街路、集落のつくりそのものが、設計者のいう「動く素材」
すなわち風・水・太陽を通じて直島固有の姿形を現代に伝えていた。こ
の風・水・太陽の集落の造りをいかに次の世代へ伝えるかが大きなテー
マとなっている。
「ホール」の大屋根は総檜葺きの入

い り も や

母屋形状で、直島の風向に即した風
穴が開いている。地下を通して冷やされた外気は、滑らかな漆喰塗りの天
井に沿って緩やかに上昇し、南北に抜ける入母屋部分の風穴から南風に
誘引されて排出される。バドミントンなど微風の中での活動にも対応してい
る。四国や瀬戸内に多くみられる農村舞台の形式を継承した舞台は、香
川県指定有形・無形民俗文化財の直島女文楽の練習場や、町の伝統的
な祭りなどのイベントにも幅広く利用されている。
「集会所」の大屋根は総檜の寄

よせむね

棟形状で、二重の水平ルーバーとトップ
ライトで構成され、空気は緩やかに通し、大屋根の下の4棟の建物を雨や
強い日射から護っている。中央には井戸が掘られ、建物の天井内には地
下水が循環し、夏場に室内を涼しく保っている。近年忘れられていた井戸
水の新たな利用の試みと、災害時のインフラとしての価値の再生でもある。
「庭園」の、紅葉や枝垂れ桜のステージ、水に浮かぶ桟敷は、ホールと

一体となって茶会や花見、観劇の場として多目的に利用されている。建物
の廻りは苔の盛り土で覆われ、その保水力によって室内を夏の暑さと冬の
寒さから守りながら、災害時の高潮にも対応している。

直島ホールは、地域の伝統を継承しつつ、文化芸術、スポーツなどさま
ざまな町民活動と、現代アートの聖地を目指して世界から訪れる観光客と
町民の交流の拠点となっている。
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